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１．東上本線第２１号踏切の概要（下の略図を参照）

・中板橋駅の池袋方（下板橋起点１Ｋ９８５Ｍ）に位置する第１種甲（自動式）踏切

で、警備員は配置されていません。

・踏切部分の線路は複線で、踏切道の長さ・幅は共に約９ｍです。

・警報が鳴り始めた約６秒後に左側の遮断機が下り始め、同１２秒後に下り切ると同

時に右側の遮断機が下り始め、同１８秒後に右側の遮断機が下り切ります。

・警報音の音量は終始一定です（遮断機が下りても音量は変化しません）。

・列車の最後尾が踏切道を抜けてから警報が鳴りやむ（遮断機が上がり始める）まで

の時間は、どの列車でも１秒あるかないかです（注１）。

２．東上本線第２１号踏切における踏切制御方の特徴

中板橋駅では、上り・下りとも、ほとんどの普通列車が通過列車（準急・急行など）

の待避を行います。この関係で、踏切制御には以下のような特徴があります。

①退避線（上り副１番線・下り副１番線）に発着する普通列車は、駅の前後のポイン

トを通過する際に、３５ｋｍ／ｈの速度制限を受けます。このため、下り普通列車

の到着時と上り普通列車の発車時に、第２１号踏切を通過するのにかかる時間が長

くなります。

②通過列車を待避する上り普通列車が到着するときには、上り副１番線の出発信号機

を赤にしておくことでＡＴＳ（自動列車停止装置）を活用したオーバーラン防止が

できるため、この時点で第２１号踏切を閉めることはしません。後続の通過列車の

接近を検知して第２１号踏切が閉まり、その列車が通過すると一度遮断機が上がり

ます（下り列車の接近がない場合）。その十数秒後、通過列車の最後尾が中板橋駅の

出発信号機の１つ先の「第４閉そく信号機」を通過し終わると同時にポイントが切

り換わり、このポイント転換が完了すると同時に上り副１番線の出発信号機が黄色

または青を現示し、合わせて第２１号踏切の警報が鳴り始めます。つまり、上り副

１番線の出発信号機と連動する形で、第２１号踏切の遮断が始まるシステムとされ

ています（注２）。

３．「東上本線第２１号踏切」と比較することで判明する、竹ノ塚での踏切制御方の問

題点

①列車通過完了後の踏切制御（上記「注１」関連）

手動時代の「伊勢崎線第３７号踏切」および「伊勢崎線第３８号踏切」では、列車

の最後尾が踏切を抜けるのと同時に遮断機を上げることができましたが、自動化後に

は列車の最後尾が踏切を抜けてから警報鳴動が鳴りやみ遮断機が上がり始めるまでの

間に、どの列車でも約４秒を要しています。しかも、この４秒の間に次の列車の接近
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を検知してしまい、一度開くはずだった踏切が引き続き閉まり続けることになってし

まうことも、しばしば観察されています。

つまり東武鉄道は、この４秒の分だけ安全確保上の必然性が認められない無意味な

踏切遮断を行い、竹ノ塚での「開かずの踏切」問題をいたずらに（必要以上に）深刻

化させていることになります。

②上下緩行線列車到着時および始発列車発車前の踏切制御方（上記「注２」関連）

東武鉄道は、竹ノ塚の踏切を２００５年９月下旬に自動化した際、通行人の遮断機

くぐり抜けに起因する事故を防止するため、中板橋駅の場合と同様の、ＡＴＳを活用

して列車のオーバーランを防止する信号制御方式を導入しました。この関係で、上下

緩行線列車が竹ノ塚駅に到着する際に速度制限を受けることになったため、駅に進入

するときの速度が遅くなり、第３７号踏切では下り緩行線列車が、第３８号踏切では

上り緩行線列車が、踏切を通過するのにかかる時間が長くなっています。

しかし東武鉄道は、竹ノ塚の踏切を自動化した際、上下緩行線については東上本線

第２１号踏切で行っているような、出発信号機と連動する形での踏切制御方式を導入

していません。つまり、第３７号踏切では上り緩行線列車が、第３８号踏切では下り

緩行線列車が、それぞれ竹ノ塚駅のホームにさしかかる手前から踏切遮断を行う、従

来どおりのシステムとされています。このため、自動化後の第３７号踏切では上り緩

行線列車が、第３８号踏切では下り緩行線列車が、それぞれ踏切にさしかかる平均２

分近く前から遮断機を下ろし始めるという、１個列車あたりの踏切遮断時間が異常に

長い状況が引き起こされています（日中の、竹ノ塚駅での停車時間が短い場合の平均

値）。

この踏切制御方式がとくに問題なのは、竹ノ塚駅始発の列車が乗客を乗せて発車時

刻を待つとき、踏切に接近中の列車が他にまったくない場合でも、安全確保上の必然

性が認められない、無意味な踏切遮断が発生してしまう点にあります。この現象は、

実際に第３７号踏切と第３８号踏切の両方で、頻繁に観察することができます。

③まとめ－東武鉄道に竹ノ塚の「開かずの踏切」問題の改善を行う誠意はあるのか？

上の①と②で指摘した、竹ノ塚の踏切における無駄な踏切遮断時間の解消は、東上

本線第２１号踏切で導入している信号方式を応用することで、いずれも解決できるは

ずです。

①の問題については、列車が通過し終わったことを検知する踏切制御子の反応速度

を調整すればよいだけのことです。また②の問題については、出発信号機と連動する

踏切制御方式に変更したうえで、信号係員が手動で出発信号機を操作するタイミング

を臨機応変に調節すればよいだけのことです（始発列車の場合はその発車１分前くら

いに、停車時間が短い列車ではその先頭部がホームの中央付近までさしかかったころ

に、出発信号機の現示を青または黄に変える。後者の場合、列車の先頭部がホーム中

央付近にさしかかるころにはＡＴＳによる１５ｋｍ／ｈの速度制限がかかっており、

この速度を超えると非常ブレーキが動作するシステムになっているため、運転士が停

止位置付近から再加速するといった異常運転をしない限り、前方の踏切へのオーバー

ランが発生する可能性は考えられません）。

もしも、東武鉄道がこれらの改良を「安全確保上問題があるから実施できない」と

主張するとしたら、それは東武鉄道が、東上本線第２１号踏切で現に行っている踏切

保安体制に安全確保上の欠陥があることを、自ら認める理屈になると考えられます。

以上のことからわかるのは、東武鉄道は、自動化後の竹ノ塚の踏切において、安全

確保に支障のない範囲内でさらに踏切遮断時間を切り詰める方法があるにもかかわら

ず、あえてそれを導入しないことで「開かずの踏切」問題をいたずらに深刻化させ、
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地域住民の移動の自由を奪う人権侵害（交通権の侵害）を行っている事実が存在して

いるということです。

東武鉄道は、このような状況を是正する地域住民への誠意を示さない間は、２００

５年３月１５日の踏切惨事を引き起こしたことで失った信頼を取り戻すことは、難し

いのではないでしょうか。

４．東上本線第２１号踏切の遮断状況の実測調査結果

＊測定データ

日時 ２００６年５月１６日（火曜日）９時３０分～１０時３０分

気象状況 天候・小雨、ほぼ無風

＊「ダイヤ上の時刻」は普通列車のみ記載。

＊「①から②まで」と「①から③まで」は「分′秒″」と表示。

それ以外の時刻は「時：分」と表示、分の右肩に秒を示す。

＊資料『東上線時刻表』（平成１７年３月１７日改正版）

東武鉄道株式会社鉄道事業本部東上業務部営業課・発行

その１・上り列車（全列車池袋行き）

列車

番号
種別

ダイヤ上の

駅発車時刻

警報が鳴り

始めた時刻

＝①

列車の先頭

が踏切道に

さしかかっ

た時刻＝②

①から

②まで

列車の最後

尾が踏切道

から抜けた

時刻＝③

①から

③まで

1010 急行 9:2957 9:3047 0′50″ 9:3055 0′58″

728 普通 9:31 9:3106 9:3141 0′35″ 9:3206 1′00″

3308 準急 9:3457 9:3556 0′59″ 9:3607 1′10″

544 普通 9:36 9:3621 9:3700 0′39″ 9:3723 1′02″

1012 急行 (欠測) 9:4024 － 9:4032 －

730 普通 9:41 9:4055 9:4148 0′53″ 9:4212 1′17″

3310 準急 9:4507 9:4548 0′41″ 9:4600 0′53″

546 普通 9:46 9:4613 9:4710 0′57″ 9:4735 1′22″

1014 急行 9:5210 9:5250 0′40″ 9:5301 0′51″

314 普通 9:54 9:5354 9:5431 0′37″ 9:5454 1′00″

3312 準急 10:0005 10:0056 0′51″ 10:0108 1′03″

548 普通 10:00 10:0120 10:0202 0′42″ 10:0228 1′08″

1016 急行 10:0544 10:0634 0′50″ 10:0646 1′02″

732 普通 10:07 10:0657 10:0744 0′47″ 10:0814 1′17″

3314 準急 10:1207 10:1308 1′01″ 10:1321 1′14″

550 普通 10:13 10:1333 10:1414 0′41″ 10:1440 1′07″

1018 急行 10:2055 10:2136 0′41″ 10:2146 0′51″

734 普通 10:21 10:2157 10:2250 0′53″ 10:2313 1′16″

3316 準急 10:2750 10:2845 0′55″ 10:2856 1′06″

316 普通 10:28 10:2908 10:2948 0′40″ 10:3017 1′09″

普通列車 0′00″ 0′44″ 1′09″警報が鳴り

始めてから

の平均値 通過列車 0′00″ 0′50″ 1′01″
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その２・下り列車

列車

番号
種別 行先

ダイヤ上

の駅発車

時刻

警報が鳴り

始めた時刻

＝①

列車の先頭

が踏切道に

さしかかっ

た時刻＝②

①から

②まで

列車の最後

尾が踏切道

から抜けた

時刻＝③

①から

③まで

543 普通 志木 9:36 9:3245 9:3326 0′41″ 9:3348 1′03″

1019 急行 小川町 9:3403 9:3446 0′43″ 9:3458 0′55″

209 普通 森林公園 9:41 9:3745 9:3830 0′45″ 9:3857 1′12″

3315 準急 川越市 9:3920 9:3957 0′37″ 9:4009 0′49″

735 普通 成増 9:46 9:4319 9:4404 0′45″ 9:4432 1′13″

1021 急行 小川町 9:4436 9:4525 0′49″ 9:4536 1′00″

545 普通 志木 9:49 (欠測) 9:4809 － 9:4826 －

547 普通 志木 9:56 9:5242 9:5323 0′41″ 9:5349 1′07″

1205 急行 森林公園 (欠測) 9:5443 － 9:5455 －

737 普通 成増 10:01 9:5745 9:5827 0′42″ (欠測) －

3317 準急 川越市 9:5859 9:5946 0′47″ 9:5955 0′56″

549 普通 志木 10:05 10:0214 10:0254 0′40″ 10:0317 1′03″

1023 急行 小川町 10:0344 10:0424 0′40″ 10:0535 0′51″

739 普通 成増 10:14 10:1053 10:1137 0′44″ 10:1203 1′10″

3319 準急 川越市 (欠測) 10:1410 － 10:1421 －

497 普通 上福岡 10:21 10:1815 10:1859 0′44″ 10:1922 1′07″

1207 急行 森林公園 (欠測) 10:2005 － 10:2015 －

551 普通 志木 10:28 10:2517 10:2601 0′44″ 10:2628 1′11″

3321 準急 川越市 10:2658 10:2731 0′33″ 10:2741 0′43″

普通列車 0′00″ 0′42″ 1′07″警報が鳴り始めて

からの平均値 通過列車 0′00″ 0′40″ 0′51″

以上


